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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
我が国においては,地理的制約から,交通需要を十分に満たすだけの道路を建設することは不可能に近
いと考えられ,不十分な道路を有効利用するため種々の考慮が払われなければならない｡その一つの対策
が,高度な道路交通管理情報システムの構築である｡本論文は,都市高速道路の道路交通管理に必要とな
る情報のセンシング技術とその応用である各種センサベースシステムの開発,構築,運用に関して,一連
の研究成果を取りまとめたもので,得られた主要な成果は次の通りである｡
1.道路交通の安全性,円滑性,快適性の確保という視点から,道路交通管理情報センシングの目的と
必要性を位置付け,システムの役割を明らかにしている｡
2.車両交通情報のセンシングに関して,車両台数,時間占有率,車高,速度等の計測手法を提案し,
その応用として実際に渋滞情報提供,所要時間情報捷供,沿道の騒音振動問題改善などを行うシステムを
開発構築している｡
3.画像処理技術による車番認識,事故車両検知,路面損傷検出,車種判別に関する検出処理アルゴリ
ズムを捷案し,それらの応用として実際に旅行時間計測,事故情報提供,路面点検,料金収受等を行うシ
ステムを開発構築している｡ またシステム構築後の検出精度の検証,効果を明らかにしている｡
4.これらの各種システム実現に不可欠となった,構成設備の稼働状況データセンシング導入の優先順
位の定量評価及び施設管理システムの提案,ならびに通信ネットワーク形態の考え方と管理手法を提示し
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ている｡
5.本論文の結論として構築された各種システムに関して,現状の課題と今後の発展方向を示している｡
以上,要するに本論文は,都市高速道路における交通の安全性,円滑性,快適性の確保という視点から,
開発実用化したセンシング技術とシステムに関する研究成果をまとめたもので,学術上,実際上寄与する
ところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡また,辛
成9年2月21日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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